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熊沢蕃山の「気質変化」
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一
　
熊沢蕃山の著書には「気質変化」 「気質を変化する」という語がし
ばしば見え
（一）
、その語の具体的な内容が蕃山思想ではその「工夫」論
（二）
を
構成しているのである。　
蕃山のいう「気質変化」はつまり中国哲学にいう「変化気質」であ
り、これは、儒教では常人が聖人になる為の、その可能性及び具体的な実践方法を示す理論における最も重要 用語である。朱子にあっては、人間の臓器としての心臓の空間に「精英の気」 、つまり凝固しても実体を持つ実質的な物体を構成しない 清らかな気が集 っているが、常人のその「精英の気」に濁りが付着していて、それ故に、 「精英の気」が受け皿として受け止めた天よ 賦与された「仁義礼智」の理がそ 濁りに蔽われてそ まま視聴言動に現れにくくなり、そこで常人がよく理に背く言動を行う である 考えられ、その心臓に集まっている気が透き通った状態になる でに「精英の気」 付着している濁りを除去することが即ち「変化気質」だとされているのである
（三）
。
これが朱子の「変化 質」 いう語について 解釈であるが、では、
熊沢蕃山は「気質変化」 「気質を変化する」に対して如何に解釈しているのか。蕃山思想の全貌を捉えるには、その内容解明がどうしても欠かせないであろう。　
本稿では、蕃山のいう「気質変化」について朱子学または陽明学と
比較しつつ考察検討し、その内容をできるだけ深く掘り下げて解明することを試みる。　　　
二
　
先ずは、蕃山のいう「気質」について考察する。
「天地万物みな太虚の一気より生じたるもの。 」 （ 『集義和書』 、 『全集』第一冊、九頁）「太虚は理気のみなり。いへばただ一気なり。理は気の徳なり。一気屈伸して陰陽となり、陰陽八卦となり、八卦六十四となる。 」 （ 『集義和書』巻第三、 『全書』第一冊、五六頁）とある。ここでは 自然界を構成する天地万物は理 気を内容とす太虚より生じたものであり、太虚の一つの気が屈伸の運動 て陰
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